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館長 職員学生

副館長館長

立命館大学図書館が目指す「未来」とは!? ラーニングコモンズはなぜ必要なのか? 新しい取り組みを始めて
いる他大学などの図書館見学をふまえ、図書館長、学生、職員が、それぞれの視点から意見を交わしました。

座談会  立命館大学図書館の未来
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キャリア形成を考える上で
影響を受けた本

　　　　 JA＆CAが送るお薦めの一冊特 集 1
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皆さんの将来の「夢」や「目標」は何ですか？ 将来どのような職業につき、どのように働いていこうと考えていますか？
　110号ではキャリアセンターの紹介で、後輩の就職サポートを行うことを志願してくれた「ジュニア・アドバイザー（就職
内定者）」、「キャリア・アドバイザー（OB・OG）」の皆さんに、「働き方」・「生き方」を考える上で影響を受けた本を紹介し
てもらいました。12人の執筆者がそれぞれの経験を踏まえ、在学生の皆さんに向けた熱いメッセージを語ってくれています。
　「本」はときに読んだ人の価値観・人生を大きく変えてしまうといっても過言ではありません。皆さんもぜひ、お気に入
りの図書を図書館で探してみませんか？そこからあなたの新たな人生の一歩が始まるかもしれません。
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キャリア形成を考える上で影響を受けた本
　　　　  JA＆CAが送るお薦めの一冊特 集 1
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　読楽コーナーは2007年度に学生への読書推進・幅広い
教養の習得のきっかけ作りとして開始し、今年で4年目を
迎えます。さらに、2009年度後期より「学生のニーズに沿っ
た資料を収集・提供すること」・「選書スタッフがチームで
企画・実践を通じ、組織で活動することの意味を体験する
こと」の２つを目的に、「読楽コーナー学生選書活動」を行っ
ております。110号では2010年度前期の活動を衣笠・BKC
ともに紹介します！

　衣笠キャンパスの学生選書スタッフは、テーマ「冒険への羅針盤」を設

定しました。これは、学生に刺激を与え自己成長を遂げる心の冒険の羅針

盤たる存在として書籍を手に取って欲しいという想いによるもので、3つ

の冒険をテーマ内に盛り込みました。1つ目の、物語世界の中で登場人物

と共に成長する「ページをめくる冒険」では、森見登美彦さんの「四畳半

神話体系」といった現代の学生が共感するような小説を選びました。2つ

目の、探究心を育て学問の世界に踏み込む「知の冒険」では、村上春樹さ

んの「やがて悲しき外国語」といった、学問の世界に関連するエッセィ等

を選びました。3つ目の、好奇心をかきたてる「知らない世界の冒険」です。

林真理子さんの「下流の宴」といった、自分の知らない世界を垣間見るよ

うな作品を選びました。

選書スタッフとしての活動は、自分と違う学部・学

年の方たちとグループで何かを創ることができて新鮮

でした。また、他のスタッフの人たちの多様な価値観

に触れたり、好きな作家さんについて語り合ったりした

ことで、自分の読書の幅が広く深くなりました。図書館

で、自分たちが選んだ本を借りていく人や、自分たちが

作った掲示物に目を留めている人を見ると、改めて達

成感を抱き、自分も立命館大学の一員なんだなと感じ

ました。一人でも多くの人が、学生選書の本を読んだ

ことをきっかけに、学術書も気軽に手に取れるように

なってほしいと思います。全体を通して、やり甲斐のあ

る楽しい活動でした。ありがとうございました。

選書のテーマはひとつでも、選書スタッフひとりひと

りが選んできた本には歴史小説やノンフィクション、ミ

ステリーなどさまざまなものがありました。選書スタッ

フの活動を通して、いろいろな考え方の人々に出会うこ

とができ、普段は手に取らないような本にも興味を持

つことができました。活動中は大変なこともありました

が、いろいろな考えを持った人たちに出会えて本当に

よかったと思えました。今までは知らなかった考え方

に驚いたり、自分と同じ気持ちを見つけて嬉しくなった

り、本を読むことは、人と出逢い繋がりあうことに似て

いるなと感じました。

選書スタッフ感想

衣 笠
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選書スタッフ感想

選書活動は年齢や学部、学科すべて異なる５人が集

まり、その日から活動を進めていくものでした。初めに

集まった日は皆とても静かであまり意見も出ず、本当に

完成させられるのか不安になりました。意見の取りまと

めも日程の調整も難しく、限られた時間の中で色々なこ

とを決めていかなければならず、チームで動くことの難

しさを痛感させられました。しかし、テーマの設定に始

まり、選書リストの作成などを通じて皆が意見を出し合

うようになっていき、ポップや紹介文の作成、配架を行

う頃には信頼関係を築くことができました。そして、私

たち５人は配架を終えたとき、心から嬉しいと思えて、

その気持ちを全員で共有できました。全くの他人だっ

た私たちが最後には同じ気持ちでいられたのは、読書と

いう共通の趣味を持ち、読書の楽しさをいろんな人に

伝えたい、読書を通して未知の世界に出会ってもらいた

い、という強い気持ちが一致していたからでした。

本は人と同じで、一つ一つ異なるものだと思います。

未知の世界へ…というタイトルをつけてたくさんの人に

読書の楽しさを知って欲しいと思って始めた活動でし

たが、私たち自身が未知の世界を知ることができました。

本の選書では、『未知の世界』というように様々なジャ

ンルを選びました。また、本に興味を持ってもらえるよ

うに作品の表紙や面白い題名のものを選びました。今

回驚いたのが、読書好きが集まっているのにメンバー全

員が全然知らない本がたくさんあることです。そして、

今回の選書活動を通して一番の経験になったのは人に

伝えることの難しさです。POPやポスターの制作する

過程で文字の表現、画像や文字を選出など普段何気な

く見てきたポスターでもこんなにいろいろ考えているの

だなあと思いました。

また、一番苦労したのは、みんなでの共同作業です。

回生や学部も違うこともあってわずかな時間しか活動

できませんでした。なかなか作業が進まず、配架も期限

を延ばすなどぎりぎりの完成となりました。しかし、す

べてが完成してみんなで紹介の展示を見たときは本当

にやって良かったと感じました。

　今回の選書活動では、読書を通して今まで自分が

知らなかった世界に触れてほしい、という思いを込

めて「未知の世界へ…」というテーマを設定しまし

た。未知の世界と聞いて皆さんが連想するものは、不

思議な異世界の冒険でしょうか？ それとも壮大な宇

宙の探索でしょうか？ 顕微鏡で見るようなミクロの

世界、という方もいるかもしれません。私たち選書

スタッフは、本の中に広がる世界を楽しめるファンタ

ジーや冒険物、日常の中の出来事を描いているのに新

鮮な気持ちになれる物語、様々な人の生き方や考え

方を知ることのできるエッセイ、ノンフィクションな

ど、ジャンルを問わず選書を行い、自分たちと同じ学

生の皆さんに気軽に読書を楽しんでもらえるように

工夫しました。これらの本を通じ、学生の皆さんと新

しい世界との出会いのきっかけを作ることができたな

らばとても嬉しく思います。

皆さんもぜひ読楽コーナーでお気に入りの一冊を見つけてください。

B K C
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働 き 方・生 き 方 を 考 え る 上 で
読 ん で お い て ほ し い 本
～ 大 学 生 の う ち に 読 ん で お い て ほ し い 本〈 特 別 編 〉～

7

今 号 は コ レ ！

山 あり谷 ありの 人 生 を 一 本 の 轍 で つ なぐ 大 切 さ
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　2010年7月より、 RUNNERS検索結果に応じた各図書館の館内マップが表示されるようになりました。（雑誌等一部除く）

今回のサービスはRUNNERSの検索結果画面を見て探している資料をより効率的に確保できる仕組みを作ることで、学生の皆

さんの学習を支援したいという学生ライブラリースタッフの声がきっかけで実現しました。検索結果の画面を見ても資料現物を

うまく入手できなかった経験がのある方はぜひ、この機能を活用してください。

検索結果画面で「配架場所」の1つをクリックすると

その場所の書架がハイライト表示されたマップが表示されます。

館内 MAP 表示サービス開始

衣 笠 B K C
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図書館所蔵の文献複写の申込から閲覧までを、Web上で行うサービスです。
e-DDSを利用すると文献入手のために来館する必要がなくなります。

「授業の理解を促進し、学習を深めるために必要な図書資料」のことです。これらをより多くの
学生が利用できるよう、通常よりも短い期間で貸し出す制度を2010年4月から開始しました。

■ 利用できる方は、立命館大学の教授、准教授、専任講師、助教、講師です。
　（特別招聘教授（兼務）、客員教授、チェアプロフェッサー、客員准教授、特別招聘准教授（兼務）、大学非常勤講師の方は
　現在サービス対象外とさせていただいています。）
■ 支払いは給与天引きのみです。　  料金はA3までPDF 1枚20円。
■ 申込は学外からもできますが、文献の閲覧は学内ネットワークからのみ可能です。

ｅ-ＤＤＳサービスとは

リザーブブックとは

＝ 注 意 ＝
● 雑誌がサービス対象（新着雑誌は対象外）
● 閲覧は連絡後2週間以内
● 一部のみ印刷OK
● PDFの保存・配布厳禁

個人研究室 文献の表示･印刷

e-DDSサーバ

文献画像ファイル図書館スタッフによるスキャン

例えば、先生がレポート課題の参考図書の一つとして図書資料を指定した場合、多くの学生が必要とするので、通常貸出だと、
利用できない学生が多数でてきます。このような学生の不利益を緩和するための制度としてリザーブブック制度があります。

リザーブブックは当日貸しなので、一旦館外に持ち出しても、閉館までに返却する必要があります。この点に留意して利用を
してください。リザーブブックはもちろんOPACから検索可能です。先生から授業中にリザーブブックとして紹介されたら、ぜ
ひ図書館にて利用をしてみてください。

実 施 館：衣笠図書館・メディアセンター・メディアライブラリー
貸出期間：当日貸出（貸出手続きをした当日の閉館時刻15分前まで）

詳細は…

詳細は…

e - D D S サービス開始

リザーブブック制度開始

OPACから直接申込み メールで文献画像ファイル連絡

E-DDS立命館

リザーブ 立命館

利
用
者

図
書
館

立命館大学図書館
R i t s u m e i k a n  U n i v e r s i t y  L i b r a r y
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「RA I L」運用開始
　2010年3月に、情報検索のオンライン学習ツール「RAIL」が図書館ホームページ上に公開されました。
新聞記事や雑誌論文の検索方法だけでなく、Googleで得た情報の落とし穴や、レポートへの引用方法など、情報検索活用の基
礎を自分のペースで学ぶことができます。次の項目のうち1つでもYesにチェックが入った方は、「RAIL」をぜひ活用してください。

このほか、情報教室で情報検索のガイダンスを随時開催しています。図書館内のポスター等で日時・場所をチェックして気軽に参加してください。
また、図書館のカウンターでは、情報検索に関する相談を受け付けています。探し出せない情報があれば、図書館スタッフにご相談ください。

図書館トップページ ▶ RAIL（情報検索E-Guidance）

RAILの内容を一部紹介します。

学部を選ぶと、学部別のトップページが表示されます。
章ごとに内容が分類されているので、
学びたいコンテンツを選んでください。

学部ごとにデータベースやキーワードが異なります。
学部を選択してください。

最初から最後まで通して学んでもOK。
学びたいコンテンツだけピンポイントで学んでもOK。
関心度にあわせてコンテンツをクリックしてください。

章末クイズにチャレンジすると、習得度をチェックできます。

各ページのコンテンツを読んで習得してください。

■ レポートを書くための材料集めは、GoogleやYahooで十分だと思う。 □　　　□
■ 探したい情報を探しきれず、あきらめたことがある。 □　　　□
■ 探し出した情報の信憑性が高いか低いか、見極め方がわからない。 □　　　□
■ 本を読んで得た情報は、自分の考えとしてレポートに書き写している。 □　　　□
■ 図書館で借りられる冊数の上限を、実は知らない。 □　　　□
■ 論文のフルテキストを検索して表示させる方法がわからない。 □　　　□

YES NO

これがRAILの入口です。
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学生が学び交流する身近な場として図書館への関心を高めてもらうことを目的として、2010年度前期に環境・
デザインインスティテュートの専門演習（担当：佐藤典司 経営学部教授）に所属する学生の皆さんに班毎に
ポスター作成に取り組んでいただきました。ゼミOBの方々にもご協力いただき、「図書館長賞」として完成した
ポスターです。皆さんもぜひ、「知らない」を探しに図書館に来てください。

図書館ＰＲポスター（図書館長賞）紹介


